
二
〇
二
三―

十
二
月 

な
に
は
づ
短
歌
会
【
第
百
四
十
四
回
】 

会
記 

森
田
幸
子 

 
 
 

十
二
月
九
日
（
土
）
大
阪
本
苑
に
て
浅
田
弘
子
先
生
の
ご
指
導
の
下
開
催 

 

参
加
者
十
五
名
、
出
席
者
十
三
名 

詠
草
二
十
九
首 

  
 
 

  

学
校
の
塀
越
え
た
わ
わ
に
実
る
カ
リ
ン
黄
に
色
づ
き
て
秋
深
ま
れ
り
・
・
・
・
・
中
野
真
由
美 

 

 

「
月
キ
レ
イ
」「
今
す
ぐ
見
て
」
と
妹
は
ラ
イ
ン
に
て
今
宵
の
夜
空
を
伝
ふ
・
・ 

神
門
明
子 

 

老
夫
婦
の
電
気
屋
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
お
り
し
ま
ま
の
前
通
る
た
び
安
否
気
遣
ふ 

・ 

高
枝
悦
美 

 八
十
本
の
大
根
脚
立
に
干
し
終
へ
て
ツ
リ
ー
の
如
し
と
歓
声
を
あ
ぐ
・
・
・
・ 

出
口
照
代 

  

雨
止
み
て
風
強
く
な
り
し
臥
所
に
て
屋
根
の
何
処
か
鳴
る
音
聞
こ
ゆ
・
・
・
・
・
松
本
和
子 
 

 虫
よ
け
の
網
は
づ
し
た
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
に
キ
ャ
ベ
ツ
の
広
き
葉
プ
ラ
ン
タ
ー
覆
ふ
・
浅
田
弘
子 

  

松
山
に
て
み
か
ん
と
柿
を
取
り
な
が
ら
見
晴
ら
す
山
川
の
い
た
く
美
し
・
・
・
・
久
井
照
子 

 

尾
を
振
り
つ
つ
犬
舎
の
柵
に
出
で
て
こ
し
訓
練
犬
に
声
か
け
て
ゆ
く
・
・
・
・
・
森
田
幸
子 

  

中
学
校
の
同
窓
会
の
通
知
き
て
最
後
に
な
る
と
い
ふ
文
面
み
つ
む
・
・
・
・
・
・
増
井
さ
え
子 

 

 

喜
界
島
を
遥
か
に
望
む
コ
テ
ー
ジ
に
て
朝
の
光
を
拝
み
て
待
つ
・
・
・
・
・ 

・
島
村
直
子 

  

篠
笛
と
い
ふ
名
に
惹
か
れ
し
コ
ン
サ
ー
ト
の
「
荒
城
の
月
」
胸
に
沁
み
入
る
・
・
田
中
文
子 

  

大
き
キ
ャ
ベ
ツ
切
り
つ
つ
先
の
大
戦
に
飢
ゑ
し
日
本
の
兵
ら
を
思
ふ
・
・
・
・
・
加
賀
見
明
男 

 

 

わ
が
傘
寿
に
子
ら
孫
ら
集
ひ
祝
ひ
の
席
に
撮
り
し
笑
顔
の
写
真
を
飾
る
・
・
・
・
宇
佐
美
賢
治 

  

助
け
て
と
親
子
ら
老
い
ら
泣
き
叫
ぶ
ガ
ザ
の
救
済
願
ひ
て
止
ま
ず
・
・
・
・
・
・
大
城
信
香 

  

飛
び
立
ち
て
再
び
還
る
こ
と
の
無
き
オ
ス
プ
レ
イ
の
兵
の
無
念
を
思
ふ
・
・
・ 

宇
佐
美
日
出
子 

 

以
上 


